










心理療法の成果についての質的研究の可能性

ないが，現在の主な動きをある程度現わしているといえよう。

Table 1から，心理療法の質的研究の対象は，おおむね「面接中に何が起こったか」というプ

ロセスであることがわかる。反面 「面接の結果として起こった変化Jすなわち成果 (outcome)

についての研究はほとんど見られない。面接が効果的であることを示すためには，面接のプロセ

スはその成果との関連で検討される必要があり (Greenberg& Watson， 2006)，上記のプロセスを

対象とした質的研究においても成果の測定は行われているが，その指標にはいずれも量的なもの

が用いられている。

Hill & Lambert (2004) も，質的研究の対象となるのはほぼプロセス研究に限られると述べて

いる。その理由は，成果研究における指標は①計られているものが何かが明確で，再現可能であ

る②複数の尺度から構成され，多面的な視点から変化を捉えられる③症状に対応し，特定の臨床

理論に縛られない④ある程度の期間の変化のパターンを捉えられる，という 4条件を満たすもの

が望ましいとされるからである。そのため量的指標である BDI，SCL-90などがよく用いられて

きた。ロールシャツハやTATなどの投影法は，伝統的に用いられてきた査定法であるにも関わ

らず，その計量性の乏しさや時聞がかかることを理由に望ましくないとされてきたと Hill& 

Lambert (2004)は指摘している。

質的エピデンス研究の課題点として Hill(2006)は，①様々な研究を関連付けることが困難で

ある。②評定者が自身のバイアスに基づいてデータを解釈しており，実験協力者と評定者の視点

を区別することが困難あるいは不可能である。③結果を一般化することが難しい。④回想法を用

いることで，記憶の変容のために実際の体験と異なる報告がなされる可能性がある。の4点を挙

げている。こうした点は確かに Hill& Lambert (2004)の挙げる望ましい成果研究の条件に適合

しないといえるだろう。

(3) 心理療法の成果に関する質的研究の可能性

だが冒頭の筆者の聞に戻ると，心理療法を受けたことがクライエントにとってよかったといえ

るかどうかを知るために，これまで指標とされてきた症状の消失や社会的機能の向上によっての

み計られるもので十分といえるだろうか。むしろそうした指標が変化した時に，クライエントの

生活や世界観がどのように変化するかという視点からの考察が必要となるのではないか。東

(1993)は，症状は軽減したが夫との関係が悪化し離婚に至った婦人の症例を挙げ， I症状を消す

ことなど，いつでも出来る。大切なのは，その人の人生を見ることだ」と述べている。

また， Talmon (1990)は，中断したクライエントについての調査をレビューし十分な援助

が得られたと思ったために治療に戻らなかった者が多数存在すると指摘している。よって治療者

側の理論的枠組みや改善の基準とは無関係に，クライエントは主観的によくなったと判断し行動

しているといえる。

このように心理療法がクライエントの生活に与える影響は複雑である。 Hill& Lambert (2004) 

も，客観的な指標の標準化を望ましいとする一方で，移しい種類の質問紙が思い思いに用いられ

ている混沌とした現状が心理療法の複雑さや多義性を反映していると認めている。そして成果

の大きさは定義の仕方によって大幅に変わることを指摘している。

このように考えると， I成果の測定法として何が適切か」という問には， I何をもって成果とす
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るかJ，という根源的な聞が含まれているといえる。上述の量的指標は，症状の消失や社会的機

能の回復を成果とする考え方から生まれており，そのコンテクストとして，ただ1つの真実が存

在することを前提としその究明を目指すモダニズム的認識論が横たわっていることが考えられ

る。

しかし， 1980年代以降に台頭し，家族療法をはじめとする心理療法の世界に多大な影響を与

えたポストモダニズム的認識論では，量的指標による成果の計測も複数の視点の 1つに過ぎず，

ただ1つの絶対的な真実とはいえないことになる。この考えに従えば，治療者とクライエントそ

れぞれが各自の枠組みで，治療の終結の意味を捉えているという考えも許容しうる。そこで 1つ

の可能性として，心理療法の成果を症状の改善にとどまらず，クライエントの生活やその後の人

生への影響，およびその意味付けという観点から捉えることができるだろう。さらには，ポスト

モダニズム的な多次元の視点によれば.このように生活という文脈の中でクライエントの視点か

ら治療や治癒を捉えることも，治療者側の視点を否定することにはならず， Hill (2006)が指摘

するように，むしろそれらを複合して新たな意味を生成する可能性につながると考えられる。

このような方向性では，尺度によって計測される症状や社会的機能のみを指標とするだけでは

なく，クライエントにとっての症状の改善の意味をも考慮する必要がある。よって，プロセス研

究のみならず心理療法の成果においても，質的研究の潜在的可能性があるといえよう。

3.個性記述的分析法としての PAC分析の適用について

今まで述べてきたように，質的エピデンス研究では，その仮説生成的な性質から研究者の枠組

みにとらわれない結果や，複雑な事象の記述など，量的研究では得られない貴重な成果が得られ

ることがわかった。しかし多くの人々から得られたデータの抽象化を目指し，バイアスをいか

にゼロに近づけるかに力点が置かれている点では，量的研究と同じであるといえる。そこに描か

れているのは，人々の経験のエッセンスであって，ユニークな個人のユニークな経験を表現して

いるのではない。

だが心理療法を受けたことがクライエントにとってどのような意味を持っかを考えるとき，一

人一人がユニークな存在であるクライエント個人の変化を扱うこともまた重要である。 Lambert

& Okiishi (1997) も，個性記述的な研究の意義について述べている。ある個人にとって，自分

の受けた心理療法が有効であったかどうかは，その個人の視点から検討されることによって，よ

り明確になる。

(1) PAC分析とは

PAC分析 (PersonalAttitude Construction Analysis :個人別態度構造分析;内藤， 2002)は，自

由連想法とクラスター分析による質的分析法であり，一人一人がユニークな個人であるクライエ

ントが抱く治癒のイメージの構造を明らかにすることに適していると考えられる。

内藤 (2002)によると， PAC分析の手順は，以下のようになる。被験者に，ターゲットとな

る事柄についての連想刺激を教示として与え，その事柄についてのイメージを，自由にカードに

書き入れてもらった後，被験者自身にとっての重要度に従い，項目を並べ替えてもらう。次にそ
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の連想項目聞の類似度を，数字によって評定してもらい，その評定値を入力としてクラスター分

析を行う。その後，被験者自身に樹形図の解釈，クラスターの命名，クラスター聞の関係や各項

目のプラスマイナスイメージの報告などしてもらう。総合考察は，以上の被験者による考察を踏

まえ，実験者が行う。

このようにして得られた樹形図とその構造への解釈は，個人の態度の構造を明らかにする点で，

優れて個性記述的であるといえる。

(2) PAC分析の機能

井上 (1998)は.PAC分析のカウンセリンクー導入への効果を，ヴイゴツキーの用語にならい3

つの領域.11の機能に分類して整理している。第一の直接的精神問機能分野は.1対1のカウン

セリングの場におけるカウンセラーとクライエントの関係に着目した分野であり，導入促進機能，

自己開示促進機能，信頼感形成機能，対話発展機能，の4機能に分類される。第二の精神内機能

分野は，クライエント自身の精神世界とその変化に着目した分野であり，共有知識的理解機能，

明確化機能，自己理解促進機能，カウンセラ一気づき機能，の4機能に分類される。第三の間接

的精神問機能分野は，クライエントの内的世界を，第三者にも理解可能な形で提示する，客観的

なデータ・資料・査定・評価の道具，いわゆる心理テストの一種としての機能であり，記述記録

機能，実務説明機能，評価査定機能，の3機能に分類される。

このように被験者自身にとっての内省やカウンセラーの気づきを促し 良好な関係の育成を促

進しさらには被験者の内界を描き出し，アセスメントする機能をも備えていることから.PAC 

分析自体にカウンセリング的機能があると考えられている。

本研究は心理療法の成果を査定することについての考察であるため，特に第三の間接的精神問

機能に焦点を当てる。このうち記述記録機能とは，個の主観的世界を客観的に記述し記録するこ

とができる効果である。実務説明機能とは，関係者へのコンサルテーションの資料として，クラ

イエントの現状を説明する機能である。評価査定機能とは クライエントの内的世界がカウンセ

リング開始時から終結時の2時点でどのように変化したかについて，いわば事前・事後テスト的

にPAC分析を用いてカウンセリングの効果を測定・評価する機能である。

(3) PAC分析を事前・事後テストとして用いた研究

心理療法の成果の査定においては，クライエントの変化を見るために事前・事後のテスト結果

の比較が必要と考えられるため，上記の様々な機能の中でも，評価査定機能が特に重要といえる。

そこで.PAC分析の研究の中でも，事前事後テストとして PAC分析を用いたものについて，以

下に検討する。

① 心理療法における変化

PAC分析を心理療法による変化を扱ったものは，それほど多くはない。その中で井上 (1997)

は，異文化カウンセリングにおいて，クライエントの留学生を対象として，カウンセリングの最

初と最後のセッションでPAC分析を行っている。それによると，まず最初の PAC分析では，被

験者の態度構造は4つの異文化受容態度のうち. I統合Jから「分化」へのプロセスを示してい

るという。マイナスの項目も見られ 文化的適応を目指しながらも 自己と日本社会との関係が
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うまく行っていない状態におかれ，日本人との違和感を感じ，異邦人意識が高まっている。それ

に対して最後のPAC分析では 全ての項目が+か中立となり，人間関係と自己の成長の2つの

クラスターが結びつき， I統合」へと移行していることを見出している。

また矢野 (1999)は，不妊相談に PAC分析を導入し，カウンセリングへのPAC活用の効果を

検証している。事前・事後ではなく 4田の面接そのものがPAC分析であり，またカウンセリン

グの一部として行われている。その中で，各時点でのPAC分析の結果から，相談者の態度構造

を比較し相談の進行にともなう相談者の態度の変化を見ることができる。また，量的な指標と

して， 日本版POMSを並行して用いており，感情状態と関連付けて態度のありょうを検討する

ことを可能にしている。

4回の PAC分析の結果，初回は，流産の悲嘆のプロセスの状態， 2回目には検査を受けて今後

の治療法について検討する状態， 3回目には，夫との関係や将来計画を視野に入れた状態，そし

て最終回の4回目には.職場や対外的なことも含めて考えている状態が示されている。相談の進

行に伴う相談者の態度の経時的な変化を，構造的・図式的にとらえているといえるだろう。

松崎 (1997)，松崎・田中 (1998)は不登校など何らかの心理的な問題を抱えた子どものため

の合宿において，参加した子ども自身や母親から見た子ども，あるいはスタッフの自己イメージ

の変化を捉えている。これは個人を対象とした心理療法ではないが，臨床心理的活動，あるいは

メンタルヘルスケアという枠組みの中で，悩みを抱えた個人の変容を描き出しているといえる。

ある一人の母親から見た子どものイメージについての分析では，合宿前には存在感を感じられず

母親にしがみつき，問題に対処しきれず母親を巻き込みながらも，気持ちをわかってもらえない

状態であったことが伺える。それが合宿後には，背伸びせずに等身大で生活し.主体性を獲得し

ていき，母親もそれに自然に応じられている様子が示されている。また，合宿の前後で，プラス

イメージが増加し，マイナスイメージが減少していることからも，事態が改善したと受け取られ

ていることがわかる。

②教育場面における変化

教育場面での教師および、生徒の変化を扱ったものがいくつか見られる。まず安ら (1995)は，

韓国人日本語学習者の授業観について.教師あるいは研究者の視点だけではなく，学ぶ主体とし

ての学習者が認識する教授・学習過程を分析することにより，教師・学習者という双方の参加者

による授業観を検討している。成績上位者2名と成績下位者2名に対し，研修開始1週目と 5週

間の研修終了後の2回に PAC分析を行っている。

その結果，まず成績上位者・下位者ともに，前後でPAC分析の項目数が減っていることから，

授業をとらえる準拠枠が整理されていることがわかった。また，成績上位者に関しては，開始時

には学習者としての視点からのみ授業を見る準拠枠であったが.終了直後には，学習者と教師と

の相E作用として授業を認識する準拠枠に変化している。一方下位者に関してみると，一人の下

位者では，授業に対する批判的な態度には変化は見られなかったが.授業のイメージが一般的な

ものから研修での経験に基づいたものに変化し，依存的な態度も見られなくなっていた。しかし

もう一人の下位者では，教師への依存的な態度に大きな変化は見られなかった。

このような変化を一般化することはまだできないが，今後の実証研究の重要な仮説になると考

えられる。



心理療法の成果についての質的研究の可能性

藤井 (2004)は，一名の養護学校新任教師 (20代・女性)を被験者とし，指導に困難を感じ

ていた子どもはさん)との関わりについて， 2学期開始時と 3学期終了時の2回， PAC分析を

行い，その結果を比較している。その間，被験者は藤井に対してAさんへの対応について相談

をしており，藤井はそれに対して「被験者がAさんとかかわる中で感じとったことや理解した

ことを語ってもらい，それらを基礎とした筆者との語り合いの中でAさんへのかかわり方に気

づき，指導方法について主体的に問題解決をしていってもらえるような方法」で関わろうとして

いた。 2度の PAC分析の結果の違いは，このような関わりによる影響をも含めたものといえる。

藤井は児童の実態把握の妥当性が授業そのものの成否を規定するほどに重要であること，にも

かかわらず初心者においてはその方法が明確でないために不安を招きやすいことを述べている。

そして， 2度の PAC分析の結果を比較し子どもの実態把握の枠組みが変化したこと，そのこ

とに被験者である教師が自覚的になっていること，そのような自己評価の方法として PAC分析

が機能したことを挙げている。そして 自己リフレクションの機能を持つ PAC分析は.自己研

修法としての可能性を持つとしている。

友生は，教師としての立場から，児童の自己概念と学級適応との関係について一連の研究を行っ

ている。その中で，友生・今林 (2001)は，自己概念に他者との比較による自己査定が加わり始

める児童期中期において，友人関係を児童がどのようにとらえているのかを，学級全体への質問

紙調査と，一人の児童に焦点を当てた質的分析の両面から行っている。質問紙調査では，自己概

念，学校適応感，ストレスについての尺度が使用されている。質的分析においては，観察者の主

観によらず本人の視点から明らかにするために，一学期終了時点 (7月)と学年終了時点 (3月)

の2回にわたって PAC分析を行い，比較検討している。被験者は4年生の女児 1名で， どちら

かというと友人を作るのがあまり得意ではなく，担任教師はさまざまな教育活動を通してこの女

児が学級になじめるように働きかけている。 2回の PAC分析ではいずれも， 3つのクラスターを

析出しており，各クラスターが友達との関係のタイプを示している。それらの比較から， 2つの

時点で友達との関係が変化していることが理解される。

友生・今林 (2002a)ではさらに，同一の被験者が5学年に進級してからの継続した PAC分析

が9月， 3月の2回にわたって報告されている。それによると，女児の友達は4年生のときから

仲のよい核となる友達を中心として，クラスメート全体や 男子にも広がっていることがわかる。

そして， 9月には自分の感情を表現できる関係， 3月には相手のネガテイブな面にも目を向け統

合することができる関係へと発展していることが明らかにされた。

そして友生 (2002b)では，友生 (2002a) と同ーのデータに対して，クラス編成が児童個人の

内面に及ぼす影響という点から変化を考察し，学級指導の際の参考としている。

これらの研究では，各クラスターに現れた，友達との関係についてのイメージを，時系列で比

較することができ，児童の自然な成長と教師をはじめとする周囲との相互作用による変化を，

児童の視点から描き出すことに成功している。

③ そのほかの変化

郷式 (2003)は，三名の被験者を対象として，出産の前後でPAC分析を行い，赤ちゃんに対

するイメージや母親自身のことがどれくらいの重みや構造を持っているかを， PAC分析を用い

て検討している。母親は生来的に母性を備えているわけではなく，妊娠・出産・育児という過程
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において発達する存在である。従来のインタヴューによる構造化されていない研究と異なり，構

造の変化に注目している。そして， 3事例における出産前後の変化として， I出産前から持って

いる， r可愛いJというイメージをもちながら，自分の体験や観察にあわせて修正して行ってい
ることJI出産前後に共通して，肯定的要素と不安という 2部に分かれるが，全体を肯定的イメー

ジ、で、バランスをとろうとしていること」を見出している。

内藤 (1993)は.就職活動を行った学部4年生の男女5人の被験者に対し，年度当初 (4，5月)

と年度末 (2，3月)の2固に，職業や就職のイメージについての PAC分析を行い，被験者ごと

に2時点の比較を行い，態度の変化について考察している。そして 態度の構成要素と構造それ

ぞれにおいて，各人ごとに特有の変化が見られることを示している。

各被験者ごとの変化をまとめると，まず，女子Aにおいては，第一回では就職活動や職業に

ついてのイメージの各側面が構造化されていたのに対し，第二回では就職によるプラスとマイナ

スの各側面が明瞭に構造化・意識化されている。女子Bにおいては，第一回では就職情報から

の情報と自身が直面したイメージとが構造化されていたが，第二回では就職直前の期待と不安.

現実の厳しさの予測による構造へと変化している。男子Cでは，第一回では就職によって大人

になるという面と，マイナス面の覚惜という 2つの部分から構成され，第二回で、は身近に迫った

時点から最も遠い研修まで 時間順に構造化されている。男子Dでは 第一回では就職で配慮、

すべき点と具体的な活動に際して起きそうなことの2つのイメージで構成され，第二回では，会

社での研修や周りの人のお祝いなどで，企業の一員としての実感を得ていることが現れている。

大学院進学希望者である男子Eでは，第一回では同級生の様子などから不安を覚えながらも，

就職に対してのイメージはかなり貧弱であるのに対し 第二回では 研究者としての将来に決意

と不安を覚えている様子が描き出されている。

(4) 描き出される変化

以上みてきたように， PAC分析の大きな特徴として，ユニークな個人のユニークな体験を，

詳細に描き出すことが出来る点が挙げられる。そこで事前・事後テストとして使用することで，

具体的にどのような変化を描き出すことができるかについて以下に考察する。

① イメージの構造

PAC分析は体験やイメージを構造として描き出し視覚的に示すことが出来るので，構造を比

較することが可能になる。

1 )連想項目数の変化

連想項目は，最初の実験協力者による自由連想から得られるものであり，この段階で項目の数

が意味するものは多様である。一例として， PAC分析への動機づけが低かったり，連想、の対象

に対する興味が薄かったり，或いは，あまり気にかけなくなっている， といった場合には項目数

が少なくなる傾向がある。よって項目数の変化により，実験協力者の動機づけ，連想対象への距

離感やとらわれの一端をうかがし、知ることが出来る。

2 )クラスターごとの比較

友生・今林 (2001)は，子どもが友人関係をどのように捉えているかについての PAC分析の

中で，各クラスターが友達との関係のタイプと対応していることを見出している。このように，
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各クラスターが同一レベルに属するカテゴリーを形成していることもあり，実験協力者が他者や

自分の住む世界を分類して見ていることや，その内容を知る手がかりになる。

また，青木 (2003)は教師コンサルテーションの事例において，子どもに対するイメージがコ

ンサルテーション前後において同ーの「自分の感情J1相手への感情J1教師としての自分の立場」

というヒエラルキー構造を示すこと，さらに対応する各層のイメージがネガテイブからポジテイ

ブに変化していることを示した。このように各クラスター聞の関係が同一レベルではなくヒエラ

ルキーを示すこともある。なおこの研究は 事後の想起であるために今回事前・事後テストとし

ては取りあげなかった。

3)クラスター構造，クラスター同士の関係の変化

内藤 (1993)による就職活動への態度変容に関する研究では，就職活動を通じて，あるいは実

際に就職が近づくことにより クラスターの構造やその関係が変化することが示されている。 5

人の調査協力者に共通しているのは 最初はイメージとして描く就職や 現在の学生生活の中で

の就活の大変さであり，やがてそれが現実に将来に向かつての準備状態や不安・覚惜・期待へと

変化する点である。しかしどのような変化が生まれるかは一人一人違っていることが，複数被験

者の比較によりあらためて浮かび上がる。

例えば女子Aは，年度始めには就活の始まった現実生活に適応するプロセスで，それぞれの

局面が構造化された状態から 年度末には就職のイメージのプラスマイナスそれぞれの側面が構

造化され明確になっていることがわかる。一方女子Bでは 年度当初に就職=学生生活との決

別を惜しむクラスターが含まれ年度末には期待とともに不安厳しさや責任への予測が構造化

され，こうした情緒面での構えが強い状態であることが伺える。また男子Cでは，年度当初は

就職に対し大人になることとそれに伴う不安が構造化され，年度末には将来に向かつて時間的な

展望が構造化されている。見知らぬ社会に不安を抱きながらも しなければならないことをこな

していく堅実で、慎重な態度が構造に現れている。男子Dは 全体の構造として就活に対する具

体的な対処法をイメージしている状態から 社会の一員としての様々な局面が構造化される状態

へと変化している。おおむね就活と就職に前向きな態度が，全体的に現れている。

郷式 (2003) も， 3名の母親を対象として赤ちゃんのイメージについての PAC分析を行い，

その構造の変化に注目している。そこでは，母親が出産前から出産後にかけて現実的な適応をし，

出産後の赤ちゃんへのイメージにおいてもプラスマイナスのバランスをとろうとしている点で，

共通した傾向が見られながらも，その一人一人がユニークなイメージ構造を持ち，適応のしかた

やバランスの取り方も人それぞれである点が見出されている。

このようにイメージがクラスターの内容や構造として現されることにより，全体に共通する要

因が見出されると同時に 個人の変化をユニークに捉えることが可能になるといえる。

4)全体としての態度構造の比較

井上 (1997)は文化的受容態度の，また矢野 (1999)は不妊相談における態度の，変化を示し

ている。これらは樹形図全体の構造から 心理療法におけるクライエントの態度の変容を明らか

にしている。さらに矢野 (1999)は相談内容の性質からか その人の存在のありょうそのものの

変化とも呼べるような深いレベルでの変容をも描き出すことに成功している。またこのような描

写を，クライエントの意識レベルには現れないものも扱える PAC分析が促進する役割を果たし
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ていることは.井上 (1998)が指摘したとおりである。

安ら (1995)や藤井 (2004)が述べるように，構造は，その人の準拠枠を表していると考える

こともできる。これら 2つは教育場面における変化の研究だが，準拠枠として捉えることは，主

に認知面における変化に焦点を当てて検討することを可能にし，教育の効果をつぶさに表現する

ことができる。

②項目のイメージの符号の検討

松崎 (1997)，松崎・田中 (1998)は不登校児の合宿の前後の比較を行っているが，その際に

プラスのイメージが増え，マイナスのイメージが減ることを見出している。これはやはり，調査

対象者のとらえかたが変化し， Iよくなった」と感じられていることを示しているといえよう。

心理療法における改善をとらえるには これは重要なポイントであるといえる。

③ 実験協力者自身による解釈

このような前後のイメージの変化が，ともに実験協力者自身によって分析される点が， PAC 

分析の大きな特徴の一つでもある。内藤 (2002)が述べるように，項目やクラスター，およびク

ラスター聞の関係の意味は 実験協力者自身でなければわからないことも多い。そしてむしろそ

のような領域にこそ，実験協力者のユニークな世界観への入り口が示されていることも少なくな

い。それを尊重することによって PAC分析の特長を大きく活かすことができると考えられる。

そして，実験協力者のユニークな世界観に対して実験者が総合考察を行うことによって，第三者

的理解という光が当てられ理解に深みと幅が生まれるのである。

(4) 態度変容の質的分析に向けて

態度構造の変化を質的に分析する技法として PAC分析が有効であると内藤 (1993)は述べて

いる。個人の態度を個性記述的に分析できる点がPAC分析の大きな特徴であることを考慮すると，

客観性あるいは再現可能性の名の下に安易に類型化を試みることには慎重でありたい。しかし

クラスター構造やプラスマイナスイメージに代表されるような，単なる事例記述にはない比較可

能性な性質を有していることを考えると，それらを比較し変化を描き出すための視点を整理し，

可能ならばガイドラインの作成を目指すことは有意義であるといえよう。

4.まとめ

以上，心理療法を受けるクライエントにとって， Iよくなる」とはどういうことか?という問

に始まり，その研究法としての質的エピデンス研究と PAC分析に焦点を当てて論じてきた。そ

の結果，質的エピデンス研究においてはクライエントの視点を捉えることが出来る点が重要であ

り， PAC分析においてはそれに加えてクライエントのユニークな経験を捉えることが出来る点

が重要であることが見出された。さらに， PAC分析においてはクライエントの変化を捉えるた

めの視点の整理を行うことが有効であることが提言された。

今後，より充実した心理臨床サービスを提供するために，セラピストの視点とクライエントの

視点を複合的にとらえ，より多角的な視点からの評価を行うことを目指して行きたい。
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